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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度第２回所沢市産業振興ビジョン推進会議 

開 催 日 時 令和４年８月２９日（月） １３：３０～１５：３０ 

開 催 場 所 所沢市役所 ６０４会議室 

出 席 者 の 氏 名 

（会議に参加した委員） 

河藤 佳彦、三上 誠、清水 豊、新井 重雄、朝倉 はるみ、 

飯塚 清隆、大谷 聡、新井 祥穂、大木 敬治 

欠 席 者 の 氏 名 佐藤 護、佐藤 隆洋 

説明者の職・氏名 なし 

議  題 

（１）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた基礎調査結果につい

て 

（２）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた施策体系案について 

（３）その他 

会 議 資 料 

資料2-1：所沢市産業振興ビジョン改定検討資料「基礎調査結果」 

資料2-2：後期アクション策定に向けた考え方（案） 

資料2-3：産業振興施策体系（案） 

追加資料①：重点推進事業に係る目標指標【未定稿】 

追加資料②：序章～４章の骨子案 

追加資料③：意見提出フォーム 

担 当 部 課 名 

産業経済部  部長  鈴木  明彦  

産業経済部  次長  青木  一圭  

産業経済部  産業振興課  課長  森田  茂明  

主査  安齊  克徳  

主査  向井  達哉  

主査  前川  浩二  

主任  森田  康隆  

産業経済部  商業観光課  課長  築地  将司  

            副主幹  堤  健太郎  

産業経済部  農業振興課  課長  大舘  寿貴  

（㈱地域計画建築研究所  貴船  律子）  

 

事務局 産業経済部 産業振興課 電話 04-2998-9157 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 

 

各委員 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

各委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

開会 

 

前回欠席委員の自己紹介 

 

あいさつ 

 

配付資料の確認 

 

 それでは、議事を進める。本日、傍聴希望者はいるか。 

 

 いない。 

 

 

議事（１）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた基礎調査結果につ

いて 

 

議事（１）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた基礎調査結果

について、事務局より説明いただきたい。 

 

資料２－１に基づき、所沢市産業振興ビジョン改定検討資料「基

礎調査結果」について説明。 

 

改定の段取りとして、本日の会議で出た各委員の意見を事務局

で整理・検討し次回素案を提示、また、パブリックコメントを実

施し、今年度中に内容を固めていくという理解でよいか。 

 

 そのとおりである。 

 

所沢市産業振興ビジョン改定に向けた基礎調査結果について、委

員より質疑や意見を求めたい。 

 

なし 

 

 

議事（２）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた施策体系案につい

て 

 

議事（２）所沢市産業振興ビジョン改定に向けた施策体系案に

ついて、事務局より説明いただきたい。 

 

資料２－２、資料２－３、及び追加資料①～③に基づき、所沢市

産業振興ビジョン改定に向けた施策体系案について説明。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加資料①②は本日配布したばかりのため、追加意見について

は、後日追加資料③の様式でご意見をいただきたい。 

 

 資料２－２：後期アクションプランに向けた考え方（案）の項目

（１）及び（２）について確認したい。 

（１）社会経済情勢の変化等を踏まえた施策体系の整理・見直

しについて、追加資料②の序章：産業を取り巻く社会経済情勢の赤

字部分を現行計画に追記・修正する。 

（２）先導プロジェクトの位置付けを変更について、新たに

「（仮称）重点推進事業」を設ける。そのベースとなるのが資料

２－３産業振興施策体系図（案）であり、赤字部分が改定の対象

である。実際のアクションプランとしては後期アクションプラン

（主な事業）が中核になっており、重点推進事業を◎で示してい

る。このような理解でよいか。 

 

そのとおりである。 

 

 所沢市産業振興ビジョン改定に向けた施策体系案について、委員

より質疑や意見を求めたい。 

 

追加資料② 第２章２－２ ２）③インバウンドを含めた観光需

要に対する受け皿の不足について、市内には宿泊所が少なく停留

できないと聞いたことがある。青字部分を現行計画から削除する

ということだが、削除を検討していることについて説明をお願い

したい。 

 

平成 30年１月に作成された現行の産業振興ビジョンには、当市

の課題の一つとして「インバウンドを含めた観光事業に対する受

け皿の不足」という項目がある。ご指摘の青字で示した箇所につ

いては、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前に実施され

た「宿泊施設立地可能性調査」の調査結果に関する説明であるこ

とから削除を検討している。 

ただし、宿泊施設は企業立地支援奨励金の対象業種であり、企

業誘致の一環として引き続き誘致を進めていく。 

 

重要な点である。他に意見があればお願いしたい。 

 

宿泊施設が少ないのは宿泊者が少ないからとも考えられ、卵が

先か鶏が先かの話になってしまい正解がない。誰に来てもらいた

いのか、市が方針を出さないといけない。宿泊施設を増やすかど

うかについては、所沢市が今持っているまたは作ろうとしている

観光資源を、誰にどのように楽しんでもらうのかによるのではな

いか。 

都心から近い立地を活かして、日帰りのリピーター客を増やす

ことが手堅い戦略だと考える。どうしても宿泊しないと楽しめな

い観光地ならば、自然と民間事業者が入ってくるだろう。例え
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会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

ば、川越市も宿泊比率が低いことが課題となっていたが、国内客

もインバウンドも日帰り客をターゲットとする戦略に舵を切っ

た。宿泊客をとらなくても延べの観光客の増やす方が所沢市にと

ってはベストな選択だと思われる。 

インバウンドというマーケットは新型コロナウイルス感染症の

影響もいまだ大きい。また、今後においてもそれ以外の要因によ

って大きく左右されることもあるリスクの高いマーケットであ

る。足元の日帰り観光というマーケットを固く押さえ、近場の観

光客のリピーターを増やすのがよいのではないか。今後何が起こ

ってもマイクロツーリズムをとれるような計画を盛り込めば、足

腰の強い観光地になれると思う。 

 

所沢市にとっての観光振興の方針を固めることが重要である。

宿泊にこだわらず、大都市圏の観光客に対して市内の観光資源を

どのように活用するのかという視点である。 

クールジャパンフォレスト構想のところざわサクラタウン等、

文化や新しい観光の可能性を整理し、所沢市の観光の特色や個性

を整理・明記していくことも必要である。 

 

ここ５～６年で宿泊状況は変わってきており、検討が必要だろ

う。最近の動向について市はどのように捉えているのかお聞きし

たい。 

 

具体的な稼働率のデータは持っていないが、所沢駅隣接のビジ

ネスホテルはコロナ禍と関係なく集客があると聞いている。ま

た、ＫＡＤＯＫＡＷＡのホテル（EJアニメホテル）も比較的堅調

で、ベルーナドーム近くのホテルもイベントがあると稼働率が高

く、堅調だと聞いている。 

 

狭山湖近辺にあるホテルは高級なイメージであったが、年々魅

力が低下しているように感じている。市が宿泊施設を誘致する場

合は、対象を十分に検討した方がよい。 

事業承継において、建物の解体費や建築費の問題が大きい。商

業者、工業者にかかわらず大きな問題だと思う。承継者に負担が

かからない承継ができるとよい。 

 

ホテルの稼働状況は好調とのことだが、観光や宿泊を新しい文

化の発信と結びつけていることも一因と考えられ、新たな可能性

がある。現況を踏まえて、宿泊施設をどうするのか検討して計画

に反映してもらいたい。 

また、建て替えの問題は企業誘致に関わる。市外から企業を呼

び込むことになるが、市内の既存事業者の建て替えや拡張も視野

に入れての支援を考えている自治体もある。所沢市がどのような

スタンスをとっているのか教えていただきたい。 

 

企業立地支援奨励金は製造業及び都市型産業を対象として、市
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委員 

 

事務局 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内移転、規模拡大も対象としている。 

 

解体費用に対する支援はどうか。 

 

市の制度としては、解体費用のみに対する助成制度はない。 

 

所沢市産業振興ビジョン改定での検討は難しいかもしれない

が、課題として意見を受け止め、引き続き議論して欲しい。 

 

製造業の工場の施設更新において、昭和 30～40年に建設された

施設はアスベストの問題があるので大きな費用が掛かる。国の環

境省では支援策があった気がするが、埼玉県には支援策がない。

築 50年を迎える建物が多くなってきている中、新しく建て替えな

ければならず、ＢＣＰ上の課題となっている。過疎地等における

ガソリンスタンドのタンク入れ替えは補助金の支援があるが、費

用が掛かるため廃業が増えている。産業分野において事業存続の

基本となる部分については、国や県にもより一層注視していただ

きたい。 

 

事業承継していく上で、建物もリニューアルしていかなければ

ならない。企業のライフサイクルという長いスパンの中で、どこ

を支援していくかが重要である。今後の政策課題として検討して

いただきたい。 

 

資料２－３産業振興施策体系（案）の３－３観光を軸としたブ

ランドの推進は重要である。 

観光農業について、首都圏で農業をしていることは観光資源の

一つとなる。観光農業というと収穫体験が最初に出てくるが、農

業の大切さを教育していくことも重要である。農産品が工業製品

化している中で、農産品の素材の大切さ等を首都圏の人に学んで

もらうことも首都圏農業の役割であり、観光資源の一つなのでは

ないか。情報発信することが重要である。人事の交流を行い、商

工会議所、市、観光協会が一体となって取り組んでいただきた

い。観光資源はあるものではなく、作り出すものと考えている。 

 

地産地消で一番に思い付くのは学校給食だが、子どもに限定し

ないのも一つの方法である。また、地産地消の「地」の範囲を広

く捉えてもよい。所沢市周辺では野菜や果物等食生活に取り入れ

やすいものを作っている。所沢市では市内で活用されている農地

面積の８％程を新規就農者が使用しており、育成するという段階

を超えて担い手となってきている。国は新規就農者を育てる観点

から施策を展開しているが、所沢市のように新規就農者が主役と

なっている自治体は他にはない。新規就農者は経営アドバイスを

聞きたがっている。家族経営ではなく、二人以上で共同経営をす

る場合等は重要である。 

資料２－１所沢市産業振興ビジョン改定検討資料「基礎調査結
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

果」は、ヒアリング調査等で得られた情報が【検討すべきテー

マ】に反映されているなど、まとめ方が有効で面白い資料となっ

ている。その中で、所沢市が掲げるテーマ「ゼロカーボンシテ

ィ」「人を中心にしたマチづくり」が重点施策のどこに連関して

いるのか気になった。特に「人を中心にしたマチづくり」の

「人」は、マッチング、連携、アドバイス等の細かい部分に反映

してアピールできれば、一貫性のある施策体系になると思う。 

スマート農業について、関係課ヒアリングではキーワードとし

て挙げられている一方で、関連団体等ヒアリングでは事業規模の

面で厳しいとの意見が出ている。【検討すべきテーマ】に基本方

針２⑥スマート農業の推進を掲げた背景を知りたくなった。 

 

立地を活かした都市近郊農業について、限定的ではあるが西武

線沿線同士ということもあり、豊島区とは当市での農産物の収穫

体験への招致や、池袋のファーマーズマーケットにおいて生産者

が直接出向いて所沢市の農産物をＰＲする等の様々な取り組みを

実施している。 

地産地消については身近に取り入れやすい学校給食を中心に取

り組んでいるが、それに限らず広域で考えていきたい。 

 

本日の意見の取り扱いだが、所沢市産業振興ビジョン改定の文

章に意識して入れ込んでいただきたい。 

 

農業の事例として、小川町は有機農業を広めることをＳＤＧｓ

の取組みの一環として推進している。一般の人にも有機農業の面

白さを知ってもらう宿泊ツアーを実施する等様々な試みを行って

おり、まちの一つのテーマとして振興している。若い人に農業の

魅力を体験してもらうこと、収入がアップして将来性があること

を知ってもらうことが重要である。 

追加資料①《重点推進事業５》地域産業を牽引する事業者等の

支援事業について、概要に「所沢商工会議所中小企業相談所や埼

玉県産業振興公社等との連携、国・県等からの専門相談員の派遣

等により、」とあるが、民間金融機関が起業、承継者を対象とし

た支援を行い、企業に入り込んでいる。民間の金融機関とも連携

しながら支援をしていくとよいのではないか。 

 

有機農業について、県内では小川町が進んでいる。国の「みど

りの食料システム戦略」で有機農業について数値目標が提示され

ていることから、本市でも推進していくために情報交換を行って

いる。 

新規就農者について、所沢市では力を入れて進めている。今後

も引き続き積極的に取り組んでいきたい。 

 

金融機関の役割について意見があればお願いしたい。 

 

ものづくり企業の支援が中心となるが、関東経済産業局では金
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

融機関と連携した地域の中小企業支援を十数年前から取り組んで

いる。例えば、（財）埼玉県産業振興公社や埼玉県と連携して県

内事業者のデジタル化、ＤＸ化の支援に取り組んでいる。各金融

機関が支援したい県内企業に対して、経済産業局、金融機関担当

者、（独）中小企業基盤整備機構の支援専門家が訪問し支援して

おり、関係者間ではこの取り組みを埼玉モデルと称している。 

 

金融機関の姿勢が変わった。地域連携会議にも金融機関が積極

的に参加し、事業承継や経営革新についてアドバイスする姿勢が

出てきている。民間の力が大きく貢献している。 

 

金融機関との連携については、企業誘致では金融機関が情報を

持っているので、情報交換をしている。また、いくつかの金融機

関とは協定を結んでおり、事業提案を受けることもある。 

 

金融機関との連携は重要である。所沢市産業振興ビジョン改定

どこまで盛り込むかは市で検討していただきたい。 

 

所沢市産業振興ビジョンを実現するため、市職員が観光協会に

出向する等して連携することを考えてはどうか。 

 

情報交換などの連携は重要である。以前は様々な団体との人事

交流が行われていたが、現在は市が資金面を負担して団体に独立

してもらう方針である。 

 

人事の交流は、人が動く以外にも様々な方法がある。人の異動

に限らず交流することが重要である。 

 

事業承継について、資料２－１【関連団体等ヒアリング調査】

②に「国へのロビー活動（事業承継に関連する制度等）」とある

が、ＢＣＰにつながるか。 

所沢市産業振興ビジョン全体のボリュームが大きく、全体がぼ

やけている印象がある。集中するものは集中して、もう少し整理

した方がよいのではないか。また、経済活動への影響で新型コロ

ナウイルス感染症の拡大という言葉を使う段階は終わったと考え

る。感染症は新型コロナウイルスだけではない。今後は何が起き

るかわからないことを想定した中で、もう少し言い回しを検討で

きないか。 

また、資料２－３に記載されている内容は膨大であり、実現す

るための体制が必要ではないか。市だけでは無理だと思う。 

 

後期アクションプラン策定に向けた考え方として「ゼロカーボ

ンシティ」の実現と「人を中心にしたマチづくり」の推進があ

る。「ゼロカーボンシティ」と「人を中心にしたマチづくり」が

重点施策にどのように関連しているのかを明記、または施策体系

図の中で重点施策との関係を示すことができればよい。 
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所沢市産業振興ビジョンの実現について、全てを実現すること

は難しい。戦略的にどれを優先するのか、政策推進に関する考え

方を明記することを検討してはどうか。また、国や県等との連携

についても考え方を盛り込んでおく必要があると考える。 

経済活動への影響について、今後は新型コロナウイルス感染症

があることが普通になるだろう。そうなった時にどのように経済

を回すのか、どのように感染症対策をするのか等を施策に盛り込

むことが重要である。 

 

追加資料①《重点推進事業５》について、リーサスには行政が

使える特別メニューがある。市内企業の取引状況が見えてくるの

で活用していただきたい。また《重点推進事業６》について、Ｂ

ＣＰ計画は当局の担当者と話をしていると聞いている。ＢＣＰ策

定支援者を支援するメニューがあるので利用していただきたい。 

 

資料２－２（３）施策全体の効率的な評価方法の検討に「進捗管

理に当たっては、政策体系図における事務事業評価と関連付ける

ことで、効率的な進捗状況の評価ができるよう検討を行う。」と

あるが、政策体系図とは何か。 

 

市の総合計画に基づく実施計画においては、計画の実現に向け

た個別かつ具体的な取り組みを事務事業とし、進捗を計るため評

価を実施している。その事務事業を庁内の課ごとに整理したもの

が政策体系図である。 

 

その旨理解できるように注釈を付けておいた方がよい。 

 

資料２－３産業振興施策体系（案）では重複している事業があ

るように思う。特に観光と農業で重複しているので、どちらかに

統合すると整理でき、見やすくなるのではないか。 

人と人とのマッチングには情報関連の事業者も参画させていた

だきたい。例えば、デジタル技術を活用した製品や商品の販売方

法を一緒に考えてはどうか。これまでより少し広い範囲での人と

人との連携の場となるよう支援していただきたい。 

 

所沢市産業振興ビジョンを語るときはできるだけ明るい気持ち

で未来を語りたい。そのためには経済的な豊かさがあることが前

提である。現在の社会情勢に不安を抱えている若い人は多い。商

店街としては、明るいまちづくりに貢献したい。 

 

多くの資料を通じて所沢市の現況が見えてきた。資料２－３産

業振興施策体系（案）をみると、就労関係は管轄を超えて取り組

むことも一案だと感じた。 

 

事業承継について、次回会議で補助金等の説明をさせていただ

きたい。 
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前期アクションプランと後期アクションプランの大きな違いは

新型コロナウイルス感染症が発生し定着した点であり、それゆえ

にデジタル化が急速に進展した。デジタル化の支援を計画に盛り

込んでいただきたい。 

ゼロカーボンシティについて、産業面でできることは、製造業に

省エネ設備を導入してもらうことなどが考えられる。当局にはカ

ーボンニュートラル振興の部署があるので、今後の施策を検討す

る際等に、意見交換してもらえばよい。 

 

市の総合計画の中の個別計画は、項目が増えがちになる。市民

に理解してもらうため、絞った形の体系づくりをお願いしたい。 

 

ゼロカーボンシティは資金を投入しない限り達成できないと考

える。所沢市は歳出の約半分が民生費である。ゼロカーボンを推

進していくという方向性は間違っていないが、どうやって財源を

確保するのかも考えなければならない。 

 

今後の進め方について確認する。 

本日の意見及び９月５日までの追加意見を参考に、市で検討し

素案を作成し、次回会議までに委員が確認できるように送付す

る。次回会議では委員意見をどのように整理し反映したのかを市

から報告し、素案について検討する。 

次回会議後、委員意見を踏まえた素案の微修正を経てパブリッ

クコメントを実施する。 

最後の修正は時間の都合上、会長・副会長に一任していただく

という進め方で良いか。（委員からの異論は特になし。） 

 

11月半ばの次回会議はパブリックコメント前の最終案となるた

め、早期に素案を送付し、会議前に意見を取りまとめたいと考え

ている。 

 

 

議事（３）その他 

 

議事（３）その他 について、事務局からお願いしたい。 

 

 次回の第３回推進会議について、新型コロナウイルスの状況等

にもよるが、現時点では令和４年 11月 14日に開催する方向で調

整している。近日中に日程調整の連絡をさせていただく。 

 

 

閉会 

 

以上 

 


